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は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
天
皇
を
主
宰
者（

1
（

と
す
る
国
家
仏
事
が
、
衰
退
期
・
断

絶
期
と
評
価
さ
れ
る
南
北
朝
期
か
ら
戦
国
期
に
か
け
て
ど
の
よ
う
に
展
開

し
た
の
か
を
考
察
し
、
そ
こ
か
ら
国
家
仏
事
が
維
持
さ
れ
て
い
っ
た
意
義

を
見
出
し
、
天
皇
主
宰
の
国
家
仏
事
の
性
格
規
定
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

　

黒
田
俊
雄
氏
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
顕
密
体
制
論
は
、
中
世
宗
教
史
研

究
に
お
い
て
現
在
も
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る（

（
（

。
中
世
に
お
い
て
正
統

な
宗
教
と
し
て
展
開
さ
れ
た
の
は
密
教
を
基
軸
に
統
合
さ
れ
た
顕
密
仏
教

中
世
後
期
に
お
け
る
天
皇
主
宰
仏
事
の
展
開

─
正
月
三
仏
事
を
中
心
に
─

久
水
俊
和

で
あ
る
、
と
い
う
こ
の
理
論
は
、
中
世
前
期
に
お
け
る
天
皇
と
国
家
仏
事

を
検
証
す
る
上
で
は
顕
著
に
あ
て
は
ま
る
。
さ
ら
に
、
黒
田
氏
が
提
起
し

た
、「
公
家
」
＝
天
皇
（
上
皇
）
を
護
持
す
る
祈
祷
は
寺
院
社
会
に
特
有

の
機
能
で
あ
り
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
「
公
家
」
の
帰
依
が
期
待
さ
れ
た

と
い
う
王
法
仏
法
相
依
論（

（
（

も
、
有
効
な
理
論
と
い
え
よ
う
。

　

本
稿
の
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
し
た
天
皇
を
祭
祀
者
と
す
る
国
家
仏
事
に

お
い
て
も
、顕
教
僧
を
中
心
と
し
て
執
り
行
わ
れ
る
御
斎
会
・
最
勝
講
や
、

密
教
僧
に
よ
る
後
七
日
御
修
法
・
太
元
帥
法
な
ど
、
顕
密
体
制
に
よ
り
執

行
さ
れ
て
お
り
、
玉
体
護
持
等
の
祈
祷
が
年
ご
と
に
再
生
産
さ
れ
て
い
っ

た
。
永
村
眞
氏
は
、
国
家
仏
事
に
お
け
る
「
公
家
」（
こ
こ
で
は
天
皇
を
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指
す
）
に
は
、
天
皇
（
上
皇
）
個
人
と
い
う
人
格
的
存
在
と
、「
天
下
」（
こ

こ
で
は
国
家
を
指
す
）
を
体
現
す
る
法
人
的
存
在
の
二
面
性
が
あ
る
と
す

る（
（
（

。
よ
っ
て
、
永
村
氏
は
、
人
格
的
存
在
が
対
象
に
み
え
る
玉
体
安
穏
な

ど
の
天
皇
へ
の
護
持
祈
祷
は
、
同
時
に
「
天
下
」
を
体
現
す
る
法
人
的
存

在
と
し
て
の
「
公
家
」
へ
の
護
持
で
も
あ
り
、
顕
教
系
の
御
斎
会
の
鎮
護

国
家
の
思
想
と
同
質
と
位
置
付
け
る
。
御
斎
会
と
と
も
に
、
こ
の
二
面
性

へ
の
護
持
祈
祷
と
し
て
年
始
に
「
必
ず
」
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
が
、
密
教
祈
祷
で
あ
る
後
七
日
御
修
法
や
太
元
帥
法
と
い
っ
た
年
中

行
事
と
し
て
組
み
込
ま
れ
た
国
家
仏
事
で
あ
る
。「
必
ず
」と
強
調
し
た
が
、

こ
の
規
範
性
は
中
世
国
家
の
中
で
徐
々
に
揺
ら
い
で
く
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
断
絶
は
し
な
か
っ
た
。
こ
の
「
必
ず
」
の
意
義
こ
そ
中
世
の
天
皇

主
宰
仏
事
の
意
義
を
見
出
す
カ
ギ
と
な
ろ
う
。

　

永
村
氏
に
よ
る
と
、
国
家
仏
事
で
は
、
主
宰
者
天
皇
が
所
作
す
る
事
例

は
中
世
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
天
皇
は
受
け
身
で
あ
り
、
仏
教
に

お
い
て
は
天
皇
自
身
が
宗
教
的
権
威
を
発
揮
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
評
価

さ
れ
る
。
あ
く
ま
で
、
仏
法
を
保
護
し
、
顕
密
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
的
仏
事

か
ら
王
法
の
護
持
を
受
け
る
立
場
な
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
黒
田
・
永
村
両
氏
の
理
論
の
考
察
射
程
は
中
世
前
期
ま
で
で

あ
り
、
上
島
享
氏
は
、
御
斎
会
・
最
勝
講
な
ど
国
家
的
法
会
の
退
転
や
、

王
家
の
氏
寺
た
る
六
勝
寺
の
解
体
を
あ
げ
て
、
従
来
の
国
家
的
宗
教
構
造

は
南
北
朝
期
に
崩
壊
し
た
、
と
論
ず
る（

（
（

。
国
家
と
顕
密
仏
教
の
関
係
が
破

綻
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
中
世
国
家
成
立
期
に
構
築
さ
れ
た
顕
密
寺

社
編
成
シ
ス
テ
ム
の
多
く
は
中
世
後
期
に
至
っ
て
完
全
に
破
綻
し
た
と
い

う
理
解
で
あ
る
。

　

衰
退
す
る
国
家
的
顕
密
仏
事
に
対
し
、
中
世
後
期
に
武
家
の
篤
い
崇
敬

を
受
け
国
家
的
仏
事
へ
の
昇
華
を
目
指
し
た
の
が
、
五
山
を
中
心
と
し
た

禅
宗
系
の
祈
祷
で
あ
っ
た
。
あ
く
ま
で
一
権
門
勢
家
で
あ
る
足
利
将
軍
家

は
、
国
家
仏
事
＝
顕
密
仏
事
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

等
持
寺
な
ど
の
禅
刹
に
お
け
る
将
軍
家
追
善
仏
事
を
筆
頭
に
、
禅
宗
様
の

仏
事
を
主
催
す
る
よ
う
に
な
る
。
原
田
正
俊
氏
は
、
公
家
側
に
お
い
て
も

個
人
的
な
受
戒
な
ど
で
禅
僧
が
入
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
あ
っ
た
が
、
禅

宗
様
の
し
つ
ら
え
に
変
え
ら
れ
た
法
会
も
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
す

る（
（
（

。し
か
し
、禅
宗
へ
の
信
仰
が
深
か
っ
た
足
利
将
軍
家
で
は
あ
っ
た
が
、

大
田
壮
一
郎
氏
は
、
足
利
家
の
私
的
な
仏
事
こ
そ
禅
宗
様
だ
が
、「
王
権
」

の
掌
握
者
と
し
て
は
顕
密
仏
教
の
興
隆
を
指
向
し
、
禅
宗
と
顕
密
諸
宗
の

棲
み
分
け
が
行
わ
れ
た
と
い
う
、
禅
顕
密
併
置
仏
事
と
の
理
解
を
示
し
て

い
る（

7
（

。

　

衰
退
期
・
断
絶
期
と
評
価
さ
れ
る
中
世
後
期
に
お
い
て
も
仏
事
の
主
軸

は
顕
密
仏
事
で
あ
っ
た
。
現
象
の
み
を
述
べ
る
な
ら
、
室
町
・
戦
国
期
に

中
断
す
る
い
わ
ゆ
る
正
月
三
仏
事
の
内
、
顕
教
系
の
御
斎
会
は
個
別
の
再



中世後期における天皇主宰仏事の展開─ 19 ─

興
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
密
教
系
の
後
七
日
御
修
法
は
、
元

和
九
年
（
一
六
二
三
）
に
再
興
さ
れ
、
太
元
帥
法
と
と
も
に
近
世
の
国
家

仏
事
の
主
軸
と
し
て
再
び
興
隆
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

井
原
今
朝
男
氏
は
、
御
斎
会
は
後
七
日
御
修
法
に
統
合
さ
れ
と
し
、
そ

の
後
七
日
御
修
法
も
太
元
帥
法
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
大
法
か
ら

小
法
へ
と
縮
小
さ
れ
て
戦
国
期
を
乗
り
切
っ
た
、
と
先
行
研
究
と
は
違
う

見
解
を
示
し
た（

8
（

。
た
し
か
に
、
現
象
だ
け
を
述
べ
る
の
な
ら
ば
、
中
世
後

期
の
国
家
仏
事
は
開
催
さ
れ
な
い
事
例
が
目
に
付
く
。
だ
が
、
井
原
氏
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、
断
絶
の
道
を
選
択
せ
ず
、
統
合
・
小
法
と
い
う
い
わ

ば
縮
小
再
生
産
に
て
困
難
期
を
乗
り
切
っ
た
国
家
仏
事
も
存
在
す
る
。
や

は
り
、
中
世
後
期
に
お
け
る
天
皇
主
宰
仏
事
の
展
開
を
考
察
し
、
そ
の
意

義
を
見
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
一
章　

断
絶
し
た
国
家
仏
事

　

本
章
で
は
室
町
期
に
お
い
て
断
絶
し
た
仏
事
を
取
り
上
げ
、
そ
の
意
義

を
問
う
。
中
世
の
年
中
行
事
と
し
て
の
宮
中
仏
事
に
つ
い
て
は
海
老
名
尚

氏
に
よ
っ
て
綿
密
に
整
理
さ
れ
て
い
る（

9
（

。
氏
は
、
朝
廷
が
主
催
す
る
御
斎

会
・
季
御
読
経
・
最
勝
講
・
灌
仏
・
御
仏
名
の
中
世
に
お
け
る
執
行
状
況

の
概
説
を
行
っ
て
い
る
。し
か
し
、中
世
前
期
ま
で
が
考
察
対
象
で
あ
り
、

こ
れ
ら
宮
中
仏
事
の
ほ
と
ん
ど
が
室
町
中
期
ま
で
に
中
絶
す
る
と
章
末
に

記
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
正
月
三
仏
事
の
御
斎
会
の
考
察
は
後
に
ま
わ
す
が
、
恒
例
仏

事
で
あ
る
季
御
読
経
・
最
勝
講
・
灌
仏
・
御
仏
名
の
中
世
後
期
に
お
け
る

状
況
の
再
整
理
を
行
う
。

　

季
御
読
経
と
は
、『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
～

一
九
九
七
年
、
以
下
『
国
史
』）
で
は
「
毎
年
春
秋
二
季
（
二
月
と
八
月
）

に
各
四
日
間
百
人
の
僧
を
宮
中
に
召
し
て
『
大
般
若
経
』
を
転
読
さ
せ
、

国
家
の
安
泰
と
天
皇
の
静
安
を
祈
願
す
る
行
事
。」（
大
野
達
之
助
筆
）
と

あ
る
。
海
老
名
氏
の
整
理
に
よ
る
と
、
公
卿
が
行
事
し
八
〇
口
の
僧
が
紫

宸
殿
に
て
『
大
般
若
経
』
の
読
経
を
行
う
も
の
と
、
御
前
僧
が
天
皇
の
私

的
空
間
で
あ
る
清
涼
殿
に
て
『
仁
王
経
』
の
読
経
を
行
う
も
の
と
に
大
別

で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
官
方
（
太
政
官
弁
官
局
）
＝
国
政
機
関
と
蔵
人
方
（
蔵

人
所
）
＝
家
政
機
関
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
し
か
し
、
用
途

調
達
状
況
の
悪
化
に
よ
り
鎌
倉
末
期
に
は
中
絶
す
る
と
分
析
す
る
。

　

史
料
上
で
は
、
足
利
尊
氏
に
よ
る
幕
府
創
始
ま
も
な
い
暦
応
三
年

（
一
三
四
〇
）
ま
で
は
、
開
催
へ
の
動
き
が
確
認
で
き
る
。
北
朝
の
実
務

官
人
中
原
師
守
の
日
記
『
師
守
記
』
に
は
「
今
日
為
二

頭
卿
為（
中
御
門
（

治
朝
臣
奉

行
一

、
季
御
読
経
来（
三
月
（月

廿
日
之
由
被
二

触
申
一

了
、」（

（1
（

と
あ
り
、
中
御
門
為
治

が
蔵
人
頭
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
蔵
人
方
運
営
と
い
え
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る
が
、
実
際
に
三
月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
記
事
は
な
く
、
幕
府
成
立
以

後
ま
で
残
存
し
て
い
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。

　

弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
一
二
月
の
季
御
読
経
で
は
、
官
方
と
蔵
人
方

の
分
担
に
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
暦
応
三
年
の
事
例
は
、
紫
宸
殿
に
て

読
経
を
行
う
蔵
人
方
主
催
の
季
御
読
経
に
関
し
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
最
勝
講
の
室
町
期
の
開
催
状
況
を
検
討
す
る
。
最
勝
講
と
は
、『
国

史
』
で
は
「
三
講
の
一
つ
で
、
宮
中
で
行
わ
れ
た
も
の
。
毎
年
五
月
の
吉

日
を
撰
ん
で
、
五
日
間
、
清
涼
殿
で
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
十
巻
を
講
賛

し
、
天
皇
・
国
家
の
平
安
な
ど
を
祈
願
し
た
講
会
で
、
日
に
二
巻
、
朝
夕

二
座
の
講
師
・
問
者
を
充
て
、
講
説
・
質
問
を
主
と
し
た
法
会
。」（
堀
池

春
峰
筆
）
と
あ
る
。
海
老
名
氏
は
、
蔵
人
方
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
が
、
室

町
中
期
に
は
中
絶
す
る
と
述
べ
る
。

　

最
勝
講
は
、
南
都
か
ら
東
大
寺
・
興
福
寺
、
北
嶺
か
ら
延
暦
寺
・
園
城

寺
の
顕
密
四
カ
大
寺
の
僧
侶
が
勤
め
る
。
そ
の
請
僧
は
、
太
政
官
の
公
卿

会
議
で
あ
る
陣
定
に
よ
り
僧
名
定
が
行
わ
れ
、
日
時
も
陰
陽
寮
か
ら
勘
申

さ
れ
た
日
時
勘
文
に
基
づ
く
日
時
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
請
僧
も
日
時

も
天
皇
・
摂
関
に
よ
り
選
定
さ
れ
る
と
い
う
形
を
と
る
の
で
あ
る
。
ま
さ

に
公
家
主
催
の
国
家
仏
事
と
い
え
よ
う
。当
日
は
当
然
公
卿
も
参
仕
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
最
勝
講
の
形
態
は
室
町
初
期
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
。
貞

治
六
年
（
一
三
六
七
）、
本
来
開
催
す
べ
き
五
月
か
ら
八
月
へ
延
引
さ
れ

た
最
勝
講
は
、
史
料
上
で
詳
細
に
開
催
状
況
が
分
か
る
最
後
の
開
催
で
あ

る
。
こ
の
年
の
最
勝
講
で
は
、
闕
所
を
め
ぐ
る
訴
訟
に
よ
り
武
家
の
勘
気

を
蒙
っ
た
園
城
寺
が
不
参
と
な
り
、
さ
ら
に
紫
宸
殿
の
橘
付
近
で
南
都
僧

と
山
門
僧
に
よ
る
刃
傷
沙
汰
が
あ
り
、
死
者
も
出
る
始
末
で
あ
り
、
法
会

が
一
日
中
断
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

（1
（

。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
か
、『
師

守
記
』
な
ど
で
は
副
次
的
に
詳
し
く
法
会
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

準
備
段
階
で
の
状
況
は
、
園
城
寺
の
不
参
や
五
月
か
ら
の
延
引
が
あ
っ

た
も
の
の
、
海
老
名
氏
が
指
摘
す
る
鎌
倉
期
の
様
相
と
変
わ
ら
ず
、
蔵
人

方
が
中
心
と
な
り
、
僧
名
定
・
日
時
定
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

ま
た
、
用
途
に
つ
い
て
は
貞
治
二
年
の
事
例
よ
り
、
検
非
違
使
の
俸
禄

が
一
〇
〇
〇
疋
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る（

（1
（

。
海
老
名
氏
は
、
寛
喜
三
年

（
一
二
三
一
）
の
用
途
と
し
て
の
成
功
額
を
一
万
疋
に
定
め
た
こ
と
を
言

及
し
て
い
る
。
貞
治
二
年
の
検
非
違
使
へ
の
配
分
割
合
が
い
か
ほ
ど
か
は

分
か
り
か
ね
る
が
、
鎌
倉
期
の
最
勝
講
の
用
途
と
大
き
な
開
き
が
な
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
、
南
北
朝
期
の
財
政
難
に
よ
り
滞
り
が
ち

と
な
り
、
つ
い
に
は
中
絶
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
醍
醐
天
皇
が
年
中
行
事

再
興
の
た
め
に
撰
述
し
た
と
さ
れ
る
『
建
武
年
中
行
事
』（
以
下
『
建
武
』）

に
は
、最
勝
講
も
立
項
さ
れ
て
い
る
が
、後
に
書
写
し
た
後
花
園
天
皇
は
、

中
絶
し
た
公
事
に
最
勝
講
を
含
め
て
い
る（

（1
（

。

　

続
い
て
、
灌
仏
会
を
検
討
す
る
。
灌
仏
会
と
は
、『
国
史
』
で
は
「
陰
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暦
四
月
八
日
に
釈
迦
誕
生
の
像
を
洗
浴
す
る
儀
式
。」（
大
野
達
之
助
筆
）

と
あ
る
。
現
在
の
花
祭
り
で
あ
る
。『
建
武
』
に
も
立
項
さ
れ
て
お
り
、

最
勝
講
同
様
に
後
花
園
の
書
写
時
に
中
絶
し
た
公
事
に
分
類
さ
れ
て
い

る
。
清
涼
殿
に
お
い
て
行
わ
れ
る
た
め
か
、
当
仏
事
も
海
老
名
氏
の
考
察

に
よ
る
と
、
蔵
人
方
に
よ
り
運
営
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

　

室
町
期
の
灌
仏
の
開
催
事
例
を
抽
出
す
る
と
、
康
暦
二
年
（
一
三
八
〇
）

ま
で
確
認
で
き
る（

（1
（

。『
建
武
』
で
は
神
事
と
被
る
場
合
は
神
事
優
先
に
て

灌
仏
は
停
止
と
あ
る
が
、
こ
の
規
則
は
、
応
安
二
年
（
一
三
六
九
）
四
月

八
日
が
上
申
日
に
あ
た
り
平
野
祭
と
重
な
る
た
め
灌
仏
を
行
わ
な
か
っ
た

事
例
に
も
あ
て
は
ま
る（

（1
（

。
し
か
し
、
永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
で
は
「
灌

仏
、
雖
レ

不
レ

当
二

神
事
一

、
依
レ

不
［〔
字
損
〕

　

］
被
レ

行
云
々
、
不
可
説
ゝ
ゝ
ゝ
、」

と
あ
り
、
神
事
と
重
な
ら
な
い
場
合
も
停
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る（
（1
（

。
史
料
上
最
後
に
確
認
で
き
る
康
暦
二
年
例
に
お
い
て
「
禁
裏
被
レ

行
二

灌
仏
一

当
代
初
度
也
、」（

（1
（

と
あ
り
、
当
代
す
な
わ
ち
後
円
融
天
皇
の
応
安
四

年
の
即
位
以
来
初
め
て
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
神
事
と
重
な
る
か
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
開
催
事
例
が
散
見
す
る
室
町
期
に
お
い
て
、
し
ば
ら
く

中
断
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
御
仏
名
を
検
討
す
る
。
御
仏
名
と
は
、『
国
史
』
で
は
「
懺
悔

し
て
仏
名
を
唱
え
滅
罪
の
た
め
に
す
る
仏
事
で
あ
る
。
三
千
仏
名
を
礼
拝

す
る
か
ら
仏
名
懺
悔
と
も
い
う
。
わ
が
国
で
は
毎
年
十
二
月
中
に
一
定
の

日
を
期
し
て
仏
名
を
礼
拝
す
る
行
事
を
仏
名
会
と
い
う
。」（
櫛
田
良
洪
筆
）

と
あ
る
。
御
仏
名
も
他
の
宮
中
仏
事
同
様
に
清
涼
殿
に
て
蔵
人
方
に
よ
り

運
営
さ
れ
、『
建
武
』
の
後
花
園
注
釈
に
よ
り
中
絶
さ
れ
た
仏
事
に
含
ま

れ
る
。

　

史
料
上
に
お
け
る
開
催
事
例
は
文
和
四
年
（
一
三
五
五
）
一
二
月
ま
で

確
認
で
き
る（

11
（

。
そ
の
五
年
前
の
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
一
二
月
条
に
は
、

光
厳
・
光
明
両
上
皇
か
ら
有
職
故
実
に
詳
し
い
朝
廷
の
知
嚢
洞
院
公
賢
へ
、

御
仏
名
の
停
否
に
つ
い
て
の
諮
問
が
な
さ
れ
て
い
る（

1（
（

。
そ
の
理
由
は
、
足

利
尊
氏
の
弟
直
義
と
執
事
高
師
直
の
不
和
（
観
応
の
擾
乱
）
に
よ
り
、
警

固
の
し
や
す
さ
か
ら
両
上
皇
と
崇
光
天
皇
を
広
義
門
院
の
御
所
へ
移
し
た

こ
と
に
よ
る
。
広
義
門
院
の
御
所
は
狭
く
、
殿
上
や
公
卿
が
座
す
る
場
も

な
い
こ
と
か
ら
停
止
や
む
な
く
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
中
門
廊
を
殿
上

に
擬
し
御
仏
名
を
開
催
し
た
。こ
の
時
期
は
、ま
だ
開
催
へ
の
意
欲
が
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
文
和
四
年
一
二
月
三
〇
日
に
延
引
し
な
が
ら
も
辛
う
じ
て
開

催
さ
れ
た
事
例
以
降
、
史
料
上
か
ら
み
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

　

以
上
、
お
も
に
内
廷
機
関
に
よ
る
主
催
の
宮
中
仏
事
は
南
北
朝
内
乱
期

に
中
絶
す
る
。
開
催
事
例
は
管
見
の
限
り
な
の
で
、
も
う
少
し
後
の
事
例

も
今
後
指
摘
さ
れ
る
余
地
は
あ
る
が
、
大
幅
に
ず
れ
た
り
は
し
な
い
だ
ろ

う
。
こ
れ
ら
の
宮
中
仏
事
は
、
南
北
朝
内
乱
期
に
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
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る
。
観
応
の
擾
乱
の
時
期
は
、
宮
中
仏
事
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
恒
例
公

事
も
停
滞
し
た
。
と
く
に
、
観
応
三
～
康
安
元
年
（
一
三
五
二
～
六
一
）

の
約
一
〇
年
間
に
お
け
る
、
足
利
尊
氏
の
一
時
的
南
朝
帰
順
に
よ
り
息
を

吹
き
返
し
た
南
朝
軍
と
の
京
都
を
め
ぐ
る
激
し
い
争
い
は
、
松
永
和
浩
氏

に
よ
っ
て
「
京
都
争
奪
戦
」
と
呼
称
さ
れ
、
北
朝
の
後
光
厳
天
皇
朝
廷
の

求
心
力
を
大
き
く
低
下
さ
せ
た（

11
（

。
こ
の
よ
う
な
中
、
朝
廷
公
事
の
リ
ス
ト

ラ
と
も
い
え
る
現
象
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
早
島
大
祐
氏
は
、
幕
府
か
ら

の
助
成
な
し
で
は
公
事
開
催
が
困
難
で
あ
っ
た
と
、
経
済
的
理
由
に
よ
る

公
事
停
滞
の
実
態
に
言
及
し
、
再
生
産
さ
れ
た
公
事
は
、
皇
城
鎮
護
の
た

め
の
賀
茂
祭
な
ど
の
天
皇
権
威
に
関
わ
る
公
事
に
厳
選
さ
れ
た
と
す
る（

11
（

。

　

朝
廷
公
事
の
整
理
に
お
い
て
、
季
御
読
経
・
最
勝
講
・
灌
仏
・
御
仏
名

と
い
っ
た
お
も
に
天
皇
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
で
あ
る
清
涼
殿
に
お
い

て
、
内
廷
機
関
で
あ
る
蔵
人
方
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
る
宮
中
仏
事
は
途

絶
え
る
こ
と
に
な
る
。
主
催
と
い
う
面
か
ら
国
家
仏
事
の
断
絶
・
継
続
を

峻
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
太
政
官
に
よ
っ
て
主
催
さ
れ
る
御
斎
会
や
、
東

寺
主
催
の
後
七
日
御
修
法
、
醍
醐
寺
理
性
院
主
催
の
太
元
帥
法
と
い
っ
た

正
月
の
国
家
仏
事
は
、
そ
の
性
格
を
失
う
こ
と
な
く
統
合
も
し
く
は
縮
小

と
い
う
形
を
取
り
な
が
ら
も
、
近
世
へ
と
継
続
し
た
の
か
の
意
義
を
浮
き

彫
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
次
章
で
は
こ
の
三
つ

の
国
家
仏
事
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第
二
章　

正
月
三
仏
事
の
展
開

第
一
節　

中
世
後
期
の
御
斎
会
と
後
七
日
御
修
法

　

本
章
で
は
、
統
合
と
い
う
形
を
取
り
な
が
ら
中
世
を
生
き
な
が
ら
え
た

正
月
三
仏
事
を
考
察
対
象
と
し
、
そ
の
意
義
を
問
う
。

　

三
仏
事
の
内
、
も
っ
と
も
創
始
が
早
い
御
斎
会
は
、『
国
史
』
で
は
「
毎

年
正
月
八
日
か
ら
十
四
日
の
七
日
間
に
わ
た
り
、
宮
中
大
極
殿
（
と
き
に

紫
宸
殿
）
で
斎
を
設
け
、
本
尊
盧
舎
那
仏
と
観
音
・
虚
空
蔵
の
両
脇
侍
に

四
天
王
像
を
安
置
し
、
六
宗
の
学
僧
を
招
き
、
歳
の
は
じ
め
に
国
家
の
安

寧
静
謐
を
祈
っ
た
講
会
で
、天
皇
や
と
き
に
皇
太
子
・
公
卿
が
聴
聞
し
た
。」

（
堀
池
春
峰
筆
）
と
定
義
さ
れ
る
。
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
御
斎
会

を
分
析
し
た
吉
田
一
彦
氏
は
、
そ
の
位
置
付
け
を
、
国
家
安
寧
・
五
穀
豊

穣
と
い
っ
た
宗
教
的
意
味
の
ほ
か
、
神
祇
令
に
規
定
さ
れ
た
国
家
祭
祀
に

対
し
、
仏
教
に
よ
る
国
家
儀
礼
も
必
要
と
さ
れ
た
、
と
い
う
天
皇
自
ら
神

祇
と
仏
菩
薩
の
両
者
を
祀
る
政
治
的
意
味
も
述
べ
る（

11
（

。
吉
田
氏
は
、
主
流

的
体
制
に
連
な
る
僧
た
ち
に
と
っ
て
は
最
も
重
要
な
仏
教
儀
礼
で
あ
り
、

古
典
的
国
制
に
参
担
し
て
い
た
貴
族
た
ち
に
と
っ
て
も
重
要
な
国
家
儀
礼

で
あ
っ
た
と
、
御
斎
会
を
最
重
要
の
国
家
仏
事
と
位
置
付
け
る
。

　

ま
た
、
上
川
通
夫
氏
は
、
中
世
の
国
家
法
会
は
天
台
・
真
言
・
南
都
の
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寺
院
や
僧
を
巧
み
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置
し
つ
つ
成
立
し
て
い
る
と
説

き
、
在
俗
者
に
直
接
参
加
が
開
か
れ
て
い
る
点
で
、
御
斎
会
を
顕
教
仏
事

と
位
置
付
け
る（

11
（

。
そ
し
て
、
こ
れ
を
主
宰
し
、
僧
に
設
斎
す
る
主
体
で
あ

る
天
皇
は
、
理
念
上
で
は
転
輪
聖
王
と
す
る
。

　

海
老
名
尚
氏
は
、
御
斎
会
を
公
家
主
催
の
官
方
の
運
営
と
し
、
公
家
沙

汰
仏
事
の
中
核
と
位
置
付
け
る
。
し
か
し
、
官
方
の
怠
慢
と
諸
国
用
途
の

遅
滞
・
未
済
、
院
政
期
以
降
の
六
勝
寺
修
正
会
の
出
現
に
よ
り
実
質
的
価

値
が
低
下
し
、
中
世
で
は
開
催
が
滞
る
よ
う
に
な
り
、
公
家
新
制
に
お
け

る
恒
例
仏
事
興
行
の
条
文
で
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
御
斎
会
の
興
行

が
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

遠
藤
基
郎
氏
は
、
御
斎
会
を
国
家
的
仏
事
体
系
の
頂
点
と
し
、
衰
退
後

も
「
准
御
斎
会
」
と
い
う
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
側
面
す
な
わ
ち
国
家
的
仏
事

の
頂
点
の
代
名
詞
と
し
て
御
斎
会
の
名
称
が
残
る
と
述
べ
る（

11
（

。

　

一
四
世
紀
に
は
断
絶
す
る
と
い
う
御
斎
会
だ
が
、
後
七
日
御
修
法
の
結

願
日
に
内
裏
で
加
持
香
水
（
御
修
法
で
加
持
し
て
き
た
香
水
を
灌
ぐ
）・

八
宗
奏
（
論
議
に
参
加
す
る
交
名
を
読
み
上
げ
る
）・
内
論
議
（『
金
光
明

最
勝
王
経
』
を
め
ぐ
る
問
答
）
を
あ
わ
せ
て
行
う
一
日
開
催
に
な
っ
た
、

と
論
じ
る
の
は
井
原
今
朝
男
氏
で
あ
る（

11
（

。
御
斎
会
で
は
、
正
月
八
日
よ
り

大
極
殿
に
て
開
催
さ
れ
る
が
、
結
願
日
の
一
四
日
は
、
同
じ
く
八
日
よ
り

真
言
院
に
て
開
催
さ
れ
た
後
七
日
御
修
法
の
参
加
僧
と
と
も
に
内
裏
で
合

流
し
て
内
論
議
を
行
う
。
後
七
日
御
修
法
は
、
戦
国
期
ま
で
は
大
内
裏
跡

で
あ
る
内
野
の
真
言
院
に
て
、
東
寺
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
続
け
た
こ
と

は
既
に
拙
稿
に
よ
り
言
及
し
て
い
る（

11
（

。
御
斎
会
は
、
結
願
日
の
内
論
議
の

み
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
命
脈
を
保
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

室
町
期
の
史
料
上
の
最
後
の
宮
中
年
中
行
事
と
し
て
の
御
斎
会
は
、
至

徳
四
年
（
一
三
八
七
）
の
御
斎
会
で
あ
る（

11
（

。『
建
武
』
の
後
花
園
天
皇
の

注
解
に
も
す
で
に
中
絶
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
宮
中
年
中
行
事
と

し
て
」
と
述
べ
た
の
は
、
御
斎
会
と
称
さ
れ
る
仏
事
は
地
方
で
も
開
催
さ

れ
、
井
原
氏
は
そ
の
後
も
単
発
に
て
開
催
さ
れ
た
と
も
述
べ
て
い
る（

11
（

。

　

御
斎
会
の
開
催
が
滞
っ
た
要
因
の
一
つ
が
用
途
の
問
題
で
あ
る
。
井
原

氏
は
、
一
三
世
紀
の
御
斎
会
用
途
は
、
国
充
に
よ
る
所
課
・
召
物
か
ら
の

経
費
調
達
が
基
本
的
財
源
と
す
る（

1（
（

。

　

東
寺
財
政
に
よ
り
運
営
さ
れ
た
室
町
期
の
後
七
日
御
修
法
と
は
違
い
、

太
政
官
の
財
政
機
構
で
運
営
さ
れ
る
御
斎
会
は
、
他
の
公
事
同
様
に
独
自

の
運
営
が
困
難
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
神
事
な
ど
の
他
の
公
事
で
は
、
室

町
幕
府
か
ら
の
助
成
金
が
得
ら
れ
る
事
例
が
み
ら
れ
る
が
、
御
斎
会
に

至
っ
て
は
こ
の
よ
う
な
助
成
が
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
現
象
は
、
今
後
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
で
提

示
に
と
ど
め
る
。

　

御
斎
会
の
会
場
は
大
極
殿
と
さ
れ
る
が
、
大
極
殿
は
そ
の
所
在
地
で
あ
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る
大
内
裏
と
と
も
に
中
世
前
期
に
は
姿
を
消
す
。
高
橋
昌
明
氏
は
、
大
極

殿
焼
亡
後
は
内
野
に
残
存
し
て
い
た
太
政
官
庁
の
朝
所
で
開
催
さ
れ
た
と

す
る（

11
（

。
当
然
、
太
政
官
庁
に
お
け
る
御
斎
会
の
様
相
を
明
確
に
す
べ
き
だ

が
、東
寺
関
連
文
書
に
詳
細
な
記
録
が
多
く
残
る
後
七
日
御
修
法
に
比
べ
、

記
録
が
著
し
く
乏
し
い
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
八
日
に
御
斎
会
が
開
催
さ
れ

た
と
簡
潔
に
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
そ
の
実
態
を
詳
し
く
伝
え
る
史
料

の
探
訪
が
必
要
で
あ
る
。

　

一
方
、
公
家
沙
汰
に
よ
る
御
斎
会
に
対
し
、
内
野
の
真
言
院
に
て
開
催

さ
れ
る
の
が
後
七
日
御
修
法
で
あ
る
。『
国
史
』
で
は
「
正
月
の
元
日
か

ら
七
日
ま
で
の
宮
中
節
会
の
あ
と
、
八
日
か
ら
十
四
日
ま
で
宮
中
真
言
院

に
お
い
て
玉
体
安
穏
と
鎮
護
国
家
を
祈
念
し
て
行
わ
れ
た
密
教
の
修
法
。」

（
田
村
隆
照
筆
）
と
定
義
さ
れ
る（

11
（

。
後
七
日
御
修
法
は
、
財
政
難
で
公
事

が
停
滞
す
る
中
、
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
ま
で
は
毎
年
実
施
さ
れ
た
。

真
言
院
の
経
営
は
、
東
寺
側
の
財
政
機
関
で
あ
る
造
営
方
が
料
所
か
ら
の

貢
租
を
基
軸
に
行
い
、
御
修
法
の
供
料
も
料
所
か
ら
賄
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
拙
稿
に
て
言
及
し
た
。

　

そ
も
そ
も
後
七
日
御
修
法
は
、
鎌
倉
期
ま
で
は
御
斎
会
と
と
も
に
同
一

の
文
書
に
国
充
に
て
用
途
が
賦
課
さ
れ
た
。
顕
教
仏
事
で
あ
る
御
斎
会
に

対
し
、
密
教
仏
事
と
し
て
真
言
院
に
て
開
催
す
る
こ
と
の
勅
許
を
受
け
、

顕
密
の
正
月
二
大
仏
事
と
し
て
同
日
に
催
さ
れ
た
。
上
川
通
夫
氏
は
、
こ

の
二
仏
事
は
、
必
ず
し
も
対
等
で
は
な
い
が
、
白
河
院
政
後
期
の
密
教
重

視
政
策
段
階
以
後
は
比
重
を
分
け
合
っ
て
い
る
と
す
る（

11
（

。
御
斎
会
で
は
天

皇
を
転
輪
聖
王
と
理
念
付
け
た
が
、
後
七
日
御
修
法
に
お
い
て
は
金
輪
聖

王
と
理
念
付
け
、
天
皇
だ
け
が
転
輪
聖
王
・
金
輪
聖
王
な
る
尊
格
で
、
現

前
す
る
他
の
人
間
と
区
別
さ
れ
て
い
る
、
と
説
く
。
上
川
氏
は
、
両
法
会

の
理
念
を
踏
ま
え
、
結
願
日
に
内
論
議
へ
君
臨
す
る
天
皇
に
は
、
唯
一
至

高
た
る
尊
格
が
演
出
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
論
じ
る
。

　

室
町
期
の
御
斎
会
は
退
転
し
、
結
願
日
に
そ
の
性
格
を
残
す
の
み
と

な
っ
た
が
、
そ
の
統
合
先
の
後
七
日
御
修
法
も
会
場
で
あ
る
真
言
院
の
大

破
に
よ
り
開
催
が
困
難
に
陥
る
。

　

康
正
二
年
か
ら
の
一
時
中
断
を
経
て
、
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
に
、

再
建
の
め
ど
が
立
た
な
い
真
言
院
で
の
開
催
を
断
念
し
、
初
め
て
紫
宸
殿

を
道
場
と
す
る
。
大
内
裏
で
修
さ
れ
る
密
教
秘
儀
と
し
て
差
別
化
を
保
っ

て
き
た
が
、
他
の
宮
中
仏
事
同
様
に
内
廷
で
あ
る
里
内
裏
へ
と
収
斂
さ
れ

る
か
に
み
え
た
。

　

だ
が
、
後
七
日
御
修
法
は
真
言
院
に
て
催
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
規
範
性

は
強
く
、
三
月
に
延
期
さ
れ
紫
宸
殿
に
て
開
催
さ
れ
る
と
同
時
に
、
足
利

義
政
の
命
で
真
言
院
の
再
建
を
計
画
す
る（

11
（

。
し
か
し
、
伊
勢
神
宮
造
作
方

の
出
費
と
重
な
り
幕
府
は
助
成
金
を
捻
出
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
朝
廷
の

修
理
職
だ
け
で
は
再
建
は
不
可
能
で
あ
り
、
結
局
、
断
念
す
る
こ
と
と
な



中世後期における天皇主宰仏事の展開─ （（ ─

る
。
井
原
氏
は
後
七
日
御
修
法
と
な
ら
ぶ
護
国
修
法
と
位
置
付
け
、
そ
の

変
遷
を
御
斎
会
・
後
七
日
御
修
法
と
と
も
に
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
天

皇
と
仏
教
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
に
て
の
論
説
で
あ
り
、
太
元
帥
法
に
さ

ほ
ど
紙
幅
を
割
い
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
、
先
学
の
補
足
と
と

も
に
具
体
的
な
実
証
を
挙
げ
つ
つ
、
あ
ら
た
め
て
中
世
後
期
の
太
元
帥
法

の
様
相
を
分
析
す
る
。

　

太
元
帥
法
の
会
場
は
治
部
省
か
ら
小
御
所
や
陣
座
と
転
々
と
す
る
が
、

室
町
期
で
は
応
永
五
年
（
一
三
九
八
）
に
長
講
堂
に
て
修
さ
れ
た
事
例
も

見
出
せ
る（

11
（

。
会
場
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
中
世
後
期
ま
で
に
は
修
僧

が
醍
醐
寺
理
性
院
に
固
定
化
さ
れ
て
い
る
。

　

応
仁
・
文
明
の
乱
後
に
は
、
他
の
公
事
同
様
に
開
催
環
境
が
悪
化
し
、

阿
闍
梨
の
御
房
で
あ
る
醍
醐
寺
理
性
院
に
て
修
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大

法
の
太
元
帥
法
か
ら
小
法
の
太
元
護
摩
へ
と
縮
小
し
、
断
絶
を
回
避
し
て

存
続
す
る
。
そ
の
後
、
江
戸
幕
府
の
助
成
の
も
と
状
況
が
良
化
し
、
元
和

九
年
（
一
六
二
三
）
に
後
七
日
御
修
法
が
再
興
さ
れ
る
と
、
太
元
帥
法
と

並
行
し
て
明
治
期
ま
で
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

本
節
で
は
、
太
元
帥
法
の
小
法
へ
の
転
換
か
ら
近
世
に
お
け
る
再
興
ま

で
を
考
察
対
象
と
し
、
天
皇
主
宰
の
国
家
仏
事
に
意
義
を
探
る
。

　

太
元
帥
法
の
継
続
の
様
相
は
【
表
】
に
ま
と
め
た
。
こ
の
表
に
基
づ
き

考
察
を
進
め
る
。

る
。
井
原
氏
は
、
護
国
法
会
を
天
皇
が
主
宰
し
え
な
く
な
っ
た
影
響
は
大

き
く
、
中
世
天
皇
の
権
威
と
権
力
の
大
き
な
転
換
期
と
位
置
付
け
る
。

　

宮
中
開
催
に
よ
り
後
七
日
御
修
法
は
と
り
あ
え
ず
開
催
で
き
た
が
、
翌

年
か
ら
は
宮
中
開
催
を
選
択
せ
ず
中
断
の
道
を
選
ぶ
。
宮
中
開
催
を
継
続

せ
ず
、
あ
く
ま
で
真
言
院
開
催
を
指
向
し
た
の
は
、
御
修
法
の
主
宰
者
は

天
皇
で
は
あ
る
も
の
の
、
外
廷
真
言
院
に
よ
る
仏
事
で
あ
り
、
主
催
は
権

門
寺
院
の
東
寺
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
後
七
日
御
修
法
に
統
合
さ
れ
た
御
斎
会
も
断
絶
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
二
仏
事
は
更
な
る
統
合
先
を
模
索
す
る

の
で
あ
る
。

第
二
節　

太
元
帥
法
の
展
開
と
近
世
に
お
け
る
国
家
仏
事
の
再
興

　

御
斎
会
・
後
七
日
御
修
法
と
い
っ
た
正
月
二
仏
事
と
同
時
に
、
太
元
帥

明
王
を
主
尊
と
し
て
修
す
る
、
真
言
宗
に
お
け
る
大
法
で
あ
る
太
元
帥
法

が
宮
中
で
修
さ
れ
る
。

　

永
村
眞
氏
は
太
元
帥
法
に
関
わ
る
聖
教
（
経
典
）
類
を
整
理
し
検
討
を

行
い
、
阿
闍
梨
の
相
承
や
修
法
の
様
相
を
論
じ
た（

11
（

。
し
か
し
、
中
世
後
期

の
困
難
期
の
状
況
や
江
戸
期
の
再
興
に
つ
い
て
は
序
論
に
述
べ
る
程
度
に

と
ど
め
て
い
る
。

　

中
世
後
期
の
状
況
に
踏
み
込
ん
で
言
及
し
た
の
は
井
原
今
朝
男
氏
で
あ
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【表】太元帥法（太元護摩）の開催形態の変化
和暦 西暦 阿闍梨 法 場所 備考 出典
享徳（ 1（（（ 宗済 大法 宮中 後七日御修法長禄（まで中断 長者
長禄（ 1（（0 宗済 大法 宮中 後七日御修法紫宸殿開催も翌

年から中断
百合

文正（ 1（（7 公厳 大法 理性院 初めて醍醐寺理性院にて開催 長者・雑々
文明（ 1（71 公厳 小法 宮中 料所不足と天皇葬儀のため延

引し護摩で代替
親長・秘記

文明（ 1（7（ 公厳 小法 理性院 以降、理性院太元護摩が継続 続史
長享（ 1（89 宗永 小法 小御所 理性院灌頂中のため小御所開

催
御湯

文亀（ 1（0（ 宗永 大法 小御所 太元帥法一時再興 実隆
文亀（ 1（0（ 宗永 小法 小御所 再び太元護摩へ 宣胤
天文（ 1（（（ 厳助 准大法 紫宸殿 狭きに就き紫宸殿にて太元准

大法
御湯・言継

天文（ 1（（（ 厳助 小法 小御所 再び小御所での太元護摩へ 続史
天正1（ 1（8（ 尭助 大法 小御所 厳重の再興成る 東山
天正1（ 1（8（ 尭助 小法 小御所 再び小法へ 御湯
元和9 1（（（ 尭円 大法 小御所 後七日御修法再興、以降平行

開催
義演・醍醐

基本的に形態の変化がなされるまで上記の内容が継続（阿闍梨の交替は除く）
内裏内の具体的な場所が不明の場合は「宮中」とした
出典 ：東寺長者補任（長者）　東寺百合文書（百合）　太元雑々記（雑々）　親長卿

記（親長）　太元秘記（秘記）　続史愚抄（続史）　御湯殿上日記（御湯）　実
隆公記（実隆）　宣胤卿記（宣胤）　言継卿記（言継）　東山御文庫所蔵史料（東
山）　義演准后日記（義演）　醍醐寺文書（醍醐）

　

享
徳
四
年
（
一
四
五
五
）、「
太
元
法
行
レ

之
、
後
七
日
法
一
向

当
年
無
レ

之
」（

11
（

と
、
御
斎
会
に
続
い
て
後
七
日
御
修
法
も
中
断
す

る
が
、
太
元
帥
法
は
同
じ
密
教
の
御
修
法
の
停
止
に
引
き
摺
ら
れ

る
こ
と
な
く
継
続
す
る
。
し
か
し
、
供
料
不
足
に
よ
り
初
め
て
中

断
し
た
後
七
日
御
修
法
同
様
に
、
太
元
帥
法
も
そ
の
継
続
の
た
め

に
は
供
料
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

文
正
二
年
（
一
四
六
七
）
に
は
「
太
元
法
於
二

住
坊
一

行
レ

之
、

後
七
日
法
無
レ

之
、」（

11
（

と
、
会
場
を
阿
闍
梨
公
厳
の
宿
坊
で
あ
る
醍

醐
寺
理
性
院
に
て
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
大
法
開
催
の
た
め

の
供
料
調
達
に
は
苦
慮
し
、
文
明
三
年
度
（
一
四
七
一
）
の
開
催

を
前
に
「
理（
公
厳
（

性
院
法
印
来
、
太
元
御
修
法
事
、
於
三

未
レ

承
者
難
二

懃
仕
一

、云
二

料
所
一

、云
二

坊
領
一

、云
二

居
住
一

、不
二

合
期
一

子
細
条
々

可
二

奏
聞
一

云
々
、」（

11
（

と
、
公
厳
は
料
所
や
道
場
の
確
保
が
ま
ま
な

ら
な
い
と
朝
廷
に
泣
き
つ
く
。
供
料
不
足
は
い
か
ん
と
も
し
が
た

く
、
延
引
も
し
か
る
べ
か
ら
ず
と
の
こ
と
で
、
大
法
の
太
元
帥
法

は
小
法
の
太
元
護
摩
と
し
て
行
う
勅
許
を
得
た（

1（
（

。

　

そ
の
太
元
護
摩
も
一
月
八
日
に
は
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

年
末
に
崩
御
し
た
後
花
園
天
皇
の
葬
送
が
正
月
早
々
に
行
わ
れ
た

こ
と
も
相
ま
っ
て
、
二
月
一
三
日
ま
で
延
引
し
た（

11
（

。
再
び
宮
中
で

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
伴
僧
も
な
く
公
厳
一
身
で
護
摩
を
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修
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。

　

太
元
護
摩
の
供
料
に
つ
い
て
は
、
翌
年
の
開
催
時
に
言
及
が
あ
り
、

五
〇
〇
疋
と
い
う
具
体
的
な
数
字
が
う
か
が
え
る（

11
（

。
応
永
三
〇
年
の
太
元

帥
法
が
料
所
か
ら
の
徴
収
が
不
調
に
よ
り
、
一
昨
年
の
事
例
同
様
に
幕
府

か
ら
の
助
成
金
が
三
〇
〇
〇
疋
進
納
さ
れ
た
事
例
か
ら（

11
（

、
大
法
と
小
法
で

は
用
途
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
応
仁
・
文
明
の
乱
以

後
の
公
事
開
催
に
お
け
る
財
政
状
況
が
い
か
に
厳
し
か
っ
た
か
と
い
う
こ

と
が
分
か
る
。
前
回
一
時
的
に
宮
中
開
催
と
な
っ
た
が
、
会
場
は
理
性
院

へ
と
戻
り
、
し
ば
ら
く
宮
中
開
催
は
遠
退
く
。

　

宮
中
開
催
が
で
き
な
く
な
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
そ
れ
ま
で
道
場
と
し

て
用
い
て
い
た
小
御
所
の
修
理
が
叶
わ
ず
阿
闍
梨
の
御
坊
す
な
わ
ち
理
性

院
に
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
、
後
花
園
・
後
土
御
門
天
皇
の
近
臣

甘
露
寺
親
長
の
日
記
か
ら
分
か
る（

11
（

（〈　

〉
内
は
割
書
）。

太
元
法
事
、
乱
後
猶
為
二

護
摩
一

、
雖
レ

為
二

還
幸
已
後
一

、
料
所〔
無
〕被沙

汰
之
間
、可
レ

為
二

護
摩
一

之
由
阿
闍
梨〈
理
性
院
公
厳
僧
正
、〉申
レ

之
、

以
二

元（
甘
露
寺
（長一

奏
聞
、
旧（
後
花
園
天
皇
（

院
御
代
有
為
護
摩
事
歟
之
由
、
予（
甘
露
寺
親
長
（

有
二

御
尋
一

、

更
以
無
二

護
摩
之
儀
一

之
由
申
入
了
、雖
レ

然
就
レ

無
二

料
所
一

無
力
事
也
、

其
分
可
二

申
付
一

云
々
、
木
具
事
毎
度
仰
二

修
理
職
一

、
但
修
理
職
毎
事

有
二

不
法
事
一

、
被
レ

召
二

放
御
代
官
職
一

之
間
、
先
為
二

阿
闍
梨
一

無
為

可
二

沙
汰
一

之
由
有
レ

仰
、仍
仰
二

其
子
細
一

、別
勅
之
上
者
先
可
二

存
知
一

、

修
理
職
被
二

治
定
一

者
可
レ

被
二

仰
付
一

云
々
、
休
所
事
小
御
所
無
二

修

造
一

、
仍
無
二

道
場
幷
休
所
一

、
於
二

本
坊
一

可
二

懃
仕
一

之
由
有
レ

仰
、

仰
二

其
旨
一

了
、

　

ま
ず
、
応
仁
・
文
明
の
乱
が
治
ま
り
天
皇
が
内
裏
へ
戻
る
も
、
料
所
を

確
保
で
き
ず
太
元
帥
法
か
ら
太
元
護
摩
に
縮
小
さ
れ
た
経
緯
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
木
具
（
修
法
に
用
い
る
仏
具
か
）
を
修
理
職
に
仰
せ
つ

け
る
も
、
修
理
職
は
不
法
を
行
い
解
任
さ
れ
て
い
る
。
道
場
と
休
所
に
つ

い
て
も
、
小
御
所
の
修
理
が
ま
ま
な
ら
ず
理
性
院
に
て
開
催
さ
れ
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。
朝
廷
側
の
試
行
錯
誤
か
ら
、
宮
中
で
の
大
法
（
太
元
帥
法
）

開
催
へ
の
指
向
性
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
真
言
系
の
寺

院
が
主
催
す
る
加
持
祈
祷
で
も
、
外
廷
の
真
言
院
に
て
開
催
さ
れ
る
後
七

日
御
修
法
と
、
内
廷
の
内
裏
に
て
開
催
さ
れ
る
太
元
帥
法
は
し
っ
か
り
と

区
別
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
長
享
三
年
（
一
四
八
九
）
に
理
性
院
が
灌
頂
儀
礼
に
使
用
中

の
た
め
、
久
し
ぶ
り
に
小
御
所
に
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
理
性
院

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
基
本
的
に
行
わ
れ
な
く
な
る（

11
（

。

　

一
年
の
み
で
は
あ
る
が
文
亀
三
年
（
一
五
〇
三
）
に
は
、
大
法
の
太
元

帥
法
が
再
興
さ
れ
る
。
年
末
か
ら
理
性
院
宗
永
は
後
柏
原
天
皇
の
信
頼
が

篤
い
三
条
西
実
隆
を
介
し
て
、
内
裏
を
道
場
と
し
た
大
法
再
興
の
勅
許
を

得
た（

11
（

。
こ
の
再
興
に
は
、
後
柏
原
の
喜
び
も
一
入
の
よ
う
で
、
宸
筆
に
よ
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る
女
房
奉
書
を
発
給
し
、
宗
永
の
忠
節
を
た
た
え
た（

11
（

。
い
か
に
太
元
帥
法

が
朝
廷
に
と
っ
て
重
要
な
国
家
仏
事
で
あ
る
か
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

　

だ
が
、
そ
の
再
興
も
一
年
限
り
で
あ
り
、
翌
文
亀
四
年
に
は
再
び
太
元

護
摩
へ
と
戻
る（

11
（

。
大
法
開
催
の
た
め
に
は
多
く
の
僧
と
供
料
が
必
要
で
あ

り
、
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
の
践
祚
以
後
、
財
政
難
に
よ
り
即
位
礼
を

挙
行
す
る
こ
と
が
未
だ
叶
わ
な
い
朝
廷
に
と
っ
て
、
大
法
維
持
の
た
め
の

経
済
的
余
裕
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
完
全
な
る
中
断
だ
け
は
回
避
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

井
原
氏
は
、
太
元
護
摩
を
、
中
断
し
た
御
斎
会
・
後
七
日
御
修
法
の
鎮

護
国
家･

五
穀
豊
穣･

百
姓
安
楽
か
ら
玉
体
安
穏
ま
で
の
性
質
を
統
合
し
た

も
の
、
と
性
格
規
定
す
る
。
宮
中
仏
事
の
多
く
は
断
絶
の
憂
き
目
を
み
る

中
、
太
元
帥
法
は
太
元
護
摩
と
い
う
縮
小
再
生
産
で
は
あ
る
が
、
本
質
を

失
う
こ
と
な
く
、
他
の
正
月
二
仏
事
を
統
合
し
て
、
厳
し
い
時
代
を
乗
り

切
っ
た
。正
月
に
お
け
る
天
皇
主
宰
の
国
家
仏
事
は
、人
格
的
な
天
皇
と
、

「
天
下
」
を
体
現
す
る
法
人
的
存
在
の
天
皇
＝
「
公
家
」
を
毎
年
護
持
す

る
意
味
合
い
を
含
み
、
国
家
に
と
っ
て
は
天
皇
主
宰
の
神
事
と
と
も
に
断

絶
さ
せ
ざ
る
公
事
な
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
故
、
供
料
五
〇
〇
疋
程
度
の
太
元
護
摩
に
縮
小
さ
れ
て
も
、
天
皇

主
宰
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
ら
ず
、
国
政
機
関
に
て
運
営
さ
れ
た
。
戦
国

期
の
官
方
の
実
務
官
人
の
要
で
あ
る
官
務
小
槻
時
元
が
受
給
・
発
給
し
た

行
政
文
書
の
写
本
集
で
あ
る
『
下
請
符
集
』
に
は
、
太
元
護
摩
の
運
営
が

解
明
で
き
る
符
案
が
所
収
さ
れ
て
い
る（

11
（

。

　

た
と
え
ば
、
文
亀
四
年
の
太
元
護
摩
開
催
に
お
い
て
、
右
少
弁
（
甘
露

寺
伊
長
）
―
左
大
史
官
務
（
小
槻
時
元
）
―
右
少
史
（
中
原
康
友
）
―
一

官
掌
と
い
う
命
令
系
統
が
見
出
さ
れ
、
弁
官
局
が
運
営
に
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
官
方
の
下
級
実
務
官
人
で
あ
る
右
少
史
か
ら
一
官
掌
へ

の
伝
達
に
お
い
て
は
、
具
体
的
に
「
太
元
法
秋
篠
寺
役
・
同
法
竪
檀
幷
香

水
等
事
、」
の
調
達
が
命
ぜ
ら
れ
、
古
代
以
来
の
作
法
意
識
が
維
持
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
垣
間
み
ら
れ
る
。

　

秋
篠
寺
と
は
奈
良
に
あ
る
真
言
宗
寺
院
（
当
時
）
で
、
初
め
て
宮
中
太

元
帥
法
を
行
っ
た
常
暁
ゆ
か
り
の
寺
院
で
あ
る
。
閼
伽
井
の
香
水
と
当
該

寺
院
の
土
を
用
い
た
護
摩
壇
の
調
達
が
秋
篠
寺
役
の
内
訳
で
あ
ろ
う
。
戦

国
期
に
お
い
て
も
実
際
に
大
和
国
の
秋
篠
寺
か
ら
調
達
し
て
い
る
か
は
今

後
検
討
が
必
要
だ
が
、
秋
篠
寺
役
の
名
称
が
こ
の
時
期
に
も
残
存
し
て
い

る
こ
と
に
は
意
義
が
あ
ろ
う
。
こ
の
太
元
護
摩
運
営
に
関
す
る
一
連
の
行

政
文
書
は
永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
ま
で
継
続
し
て
所
収
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
は
料
所
の
維
持
も
意
識
さ
れ
て
お
り
、
料
所
で
難
渋
が
あ
れ
ば

幕
府
に
命
じ
て
罪
科
に
処
す
旨
を
理
性
院
宗
永
に
伝
え
る
御
教
書
（
後
柏

原
天
皇
綸
旨
か
）
が
発
せ
ら
れ
て
い
る（

1（
（

。

　

そ
の
後
、
散
発
的
に
大
法
回
帰
が
み
ら
れ
る
が
一
年
限
り
で
あ
り（

11
（

、
完
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全
な
る
形
で
の
再
興
は
元
和
九
年
の
後
七
日
御
修
法
再
興
を
待
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
後
七
日
御
修
法
再
興
時
に
は
、
大
法
と
し
て
の
太
元
帥
法

の
平
行
開
催
が
確
定
す
る（

11
（

。

　

後
七
日
御
修
法
の
再
興
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
川
嶋
將
生
氏
や
拙
稿
に

て
す
で
に
考
察
さ
れ
て
お
り
簡
単
に
触
れ
る
程
度
に
す
る（

11
（

。
再
興
を
主
導

し
た
の
は
、
東
寺
長
者
義
演
で
あ
る
が
、
真
言
院
の
再
建
ま
で
に
は
至
ら

ず
紫
宸
殿
に
お
い
て
御
修
法
を
行
っ
た
。中
断
前
は
、東
寺
主
催
の
も
と
、

東
寺
財
政
に
よ
り
賄
わ
れ
て
お
り
、
真
言
院
の
再
生
産
に
こ
だ
わ
っ
た
の

は
、
玉
体
護
持
等
の
祈
祷
部
門
を
請
け
負
っ
た
寺
家
権
門
主
催
に
よ
る
外

廷
機
能
と
し
て
の
御
修
法
の
維
持
の
た
め
、
と
拙
稿
で
は
論
じ
た
。
そ
の

思
い
と
は
裏
腹
に
、
供
料
は
江
戸
幕
府
の
御
蔵
か
ら
支
出
さ
れ
、
運
営
に

は
朝
廷
の
内
廷
機
関
で
あ
る
蔵
人
方
も
関
与
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
性

格
は
変
化
し
た
。

　

そ
の
後
七
日
御
修
法
と
同
時
に
大
法
へ
の
再
興
を
遂
げ
た
の
が
太
元
帥

法
で
あ
る
。当
時
元
服
の
間
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
小
御
所
に
お
い
て
、

天
皇
の
子
ど
も
達
の
休
息
部
屋
を
休
所
と
し
て
、
幕
府
よ
り
二
〇
石
（
室

町
期
に
お
け
る
約
二
〇
〇
〇
疋
）
が
支
出
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
幕
府
よ
り

二
〇
〇
石
支
出
さ
れ
る
後
七
日
御
修
法
に
比
べ
規
模
は
小
さ
い
が
、

五
〇
〇
疋
程
度
で
開
催
さ
れ
て
い
た
太
元
護
摩
に
比
べ
、
大
法
へ
の
再
興

は
叶
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
後
、
太
元
帥
法
は
醍
醐
寺
理
性
院
に
て
修

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

中
断
前
は
、
後
七
日
御
修
法
は
真
言
院
、
太
元
帥
法
は
内
裏
と
分
か
れ

て
い
た
が
、
近
世
に
お
い
て
は
、
紫
宸
殿
に
て
後
七
日
御
修
法
、
理
性
院

に
て
太
元
帥
法
と
逆
の
性
格
の
道
場
と
な
る
。
だ
が
、
二
つ
の
密
教
仏
事

の
性
格
分
け
は
保
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

中
世
後
期
は
宮
中
神
事
・
仏
事
と
も
に
衰
退
期
・
断
絶
期
と
評
価
さ
れ

る
。
現
象
を
整
理
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
最
勝
講
・
季
御
読
経
・
灌
仏

会
・
仏
名
会
と
い
っ
た
年
中
行
事
と
し
て
の
宮
中
仏
事
は
、
南
北
朝
内
乱

期
の
混
乱
期
を
乗
り
切
れ
ず
断
絶
し
た
。
こ
れ
ら
の
仏
事
は
蔵
人
方
主
催

に
よ
り
清
涼
殿
に
て
行
わ
れ
る
仏
事
と
性
格
規
定
が
で
き
る
。

　

一
方
、
い
わ
ゆ
る
正
月
三
仏
事
で
あ
る
御
斎
会
・
後
七
日
御
修
法
・
太

元
帥
法
で
は
、
御
斎
会
は
最
大
の
天
皇
仏
事
の
象
徴
と
し
て
の
認
識
が
残

存
す
る
も
の
の
、
室
町
期
早
々
に
中
絶
し
た
。
た
だ
し
、
井
原
氏
が
指
摘

す
る
よ
う
に
結
願
日
に
行
わ
れ
る
内
論
議
な
ど
の
御
斎
会
を
構
成
す
る
要

素
の
一
部
は
残
存
し
た
。
こ
れ
は
、
結
願
日
の
諸
儀
礼
は
、
後
七
日
御
修

法
と
と
も
に
行
う
複
合
的
な
仏
事
の
た
め
、
後
七
日
御
修
法
が
維
持
さ
れ

て
い
る
以
上
、
残
存
し
て
い
る
と
い
う
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
現
象
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を
統
合
と
み
な
す
か
は
細
か
い
諸
作
法
な
ど
の
精
査
が
必
要
で
あ
る
。
本

稿
で
は
、
黒
田
俊
雄
氏
の
顕
密
体
制
論
の
密
教
に
よ
る
統
合
性（

11
（

と
、
御
斎

会
は
後
七
日
御
修
法
に
統
合
さ
れ
た
と
い
う
井
原
論
を
併
用
し
て
行
論
し

た
。

　

顕
教
系
の
御
斎
会
に
対
し
、
密
教
系
の
後
七
日
御
修
法
は
応
仁
・
文
明

の
乱
前
ま
で
は
真
言
院
が
何
度
も
修
造
さ
れ
正
月
恒
例
仏
事
と
し
て
継
続

さ
れ
た
。
天
皇
―
太
政
官
が
主
催
す
る
御
斎
会
に
対
し
、
後
七
日
御
修
法

は
東
寺
が
主
催
し
た
こ
と
に
そ
の
理
由
を
見
出
せ
よ
う
。
東
寺
側
に
し
て

み
れ
ば
、
権
門
寺
院
と
し
て
の
格
を
維
持
す
る
上
で
も
、
玉
体
護
持
・
国

利
民
福
の
御
修
法
を
主
催
す
る
こ
と
の
意
味
は
大
き
く
、
太
政
官
に
比
べ

仏
事
維
持
へ
の
指
向
性
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。
同
じ
く
醍
醐
寺
主
催
の

太
元
帥
法
も
、
運
営
に
蔵
人
方
が
関
与
す
る
も
の
の
、
東
寺
同
様
の
論
理

で
あ
り
、
室
町
期
に
お
い
て
も
継
続
し
て
正
月
に
開
催
さ
れ
た
。
と
も
に

天
皇
を
主
宰
者
と
し
、
道
場
を
外
廷
の
真
言
院
、
内
廷
の
小
御
所
と
は
っ

き
り
区
別
し
、
こ
の
両
輪
が
「
天
下
」
を
体
現
す
る
天
皇
＝
「
公
家
」
を

支
え
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
真
言
院
の
崩
壊
に
よ
り
、
一
度
は
内
廷
の
紫
宸
殿
に
て
開
催

に
踏
み
切
っ
た
後
七
日
御
修
法
だ
が
、
戦
乱
に
よ
る
財
政
状
況
の
悪
化
に

よ
り
真
言
院
の
再
建
は
不
可
能
に
な
る
。
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
宮
中
後
七
日

御
修
法
は
一
年
限
り
で
あ
り
、
中
断
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
中
断
の
選
択

は
、
後
七
日
御
修
法
が
天
皇
を
主
宰
者
と
し
、
外
廷
真
言
院
で
権
門
寺
院

を
主
催
と
し
て
行
う
国
家
仏
事
と
い
う
性
格
の
変
化
を
拒
否
し
た
と
も
い

え
よ
う
。

　

そ
の
中
断
し
た
後
七
日
御
修
法
の
、
法
人
と
し
て
の
天
皇
を
護
持
す
る

性
格
な
ど
を
包
括
し
た
の
が
太
元
帥
法
で
あ
る
。
後
七
日
御
修
法
よ
り
供

料
が
か
か
ら
な
い
こ
と
も
継
続
さ
れ
た
要
因
の
一
つ
だ
が
、
そ
の
太
元
帥

法
の
供
料
す
ら
苦
慮
す
る
こ
と
に
な
る
。し
か
し
、中
断
の
選
択
は
せ
ず
、

小
法
の
太
元
護
摩
と
し
て
の
縮
小
開
催
を
選
ん
だ
。
伴
僧
も
い
な
い
中
、

宿
坊
に
て
阿
闍
梨
一
身
の
国
家
仏
事
の
開
催
は
、
白
川
伯
家
の
代
拝
に
よ

り
維
持
さ
れ
た
祈
年
祭
な
ど
の
国
家
神
事
と
同
じ
く（

11
（

、
中
断
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
国
家
の
根
幹
に
関
わ
る
公
事
な
の
で
あ
る
。

　

南
北
朝
期
か
ら
戦
国
期
は
、
天
皇
を
主
宰
者
と
す
る
国
家
仏
事
の
衰
退

期
・
断
絶
期
と
評
価
さ
れ
る
。
た
し
か
に
、
断
絶
の
憂
き
目
に
遭
っ
た
宮

中
仏
事
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、「
天
下
」
を
体
現
す
る
天
皇
に
対
す
る

護
持
の
国
家
仏
事
は
、
ど
ん
な
に
財
政
が
厳
し
く
な
ろ
う
と
も
そ
の
性
格

を
有
し
た
仏
事
は
、小
法
な
ど
の
縮
小
再
生
産
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

決
し
て
途
切
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
に
て
取
り
上
げ
た

太
元
帥
法
（
太
元
護
摩
）
は
、
偶
然
に
て
生
き
残
っ
た
の
で
は
な
い
。「
公

家
」
を
護
持
す
る
た
め
に
は
毎
年
開
催
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
生
き
残
る
べ
き

し
て
生
き
残
っ
た
の
で
あ
る
。
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当
然
、
神
事
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
現
象
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

神
事
研
究
に
お
い
て
は
國
學
院
は
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
。
今
後
は
中
世

に
お
け
る
歴
史
学
と
し
て
の
神
事
研
究
と
の
連
関
を
試
み
、
当
該
分
野
の

更
な
る
深
化
を
期
し
た
い
。

注（1
） 

本
稿
に
お
け
る
「
主
宰
」
と
「
主
催
」
の
定
義
は
以
下
で
あ
る
。「
天
下
」
を
体

現
す
る
法
人
的
存
在
と
し
て
の
護
持
祈
祷
な
ど
の
対
象
と
な
る
祭
祀
者
と
し
て
の

天
皇
を
「
主
宰
」
者
と
称
し
、
実
際
に
運
営
す
る
組
織
を
「
主
催
」
者
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、
天
皇
＝
祭
祀
者
の
名
の
も
と
、
公
家
側
は
直
接
的
な
運
営
を
せ
ず
に

権
門
寺
院
等
に
請
け
負
わ
す
非
公
家
沙
汰
の
形
態
を
「
天
皇
を
主
宰
者
と
す
る
寺

院
主
催
の
仏
事
」
と
定
義
す
る
。

（
（
） 

黒
田
俊
雄
「
中
世
に
お
け
る
顕
密
体
制
の
展
開
」（
同
『
黒
田
俊
雄
著
作
集
』
二
、

法
藏
館
、
一
九
九
四
年
、
初
出
一
九
七
五
年
）。

（
（
） 

黒
田
俊
雄
『
増
補
新
版　

王
法
と
仏
法
』（
法
藏
館
、
二
〇
〇
一
年
、
初
出

一
九
八
三
年
）。

（
（
） 

永
村
眞
「
寺
院
と
天
皇
」（
永
原
慶
二
編
集
代
表
『
講
座
・
前
近
代
の
天
皇
（
』

青
木
書
店
、
一
九
九
三
年
）。

（
（
） 

上
島
享
「
中
世
宗
教
支
配
秩
序
の
形
成
」（
同
『
日
本
中
世
社
会
の
形
成
と
王
権
』

名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
、
初
出
二
〇
〇
四
年
）。

（
（
） 

原
田
正
俊
「
中
世
後
期
の
国
家
と
仏
教
」（
同
『
日
本
中
世
の
禅
宗
と
社
会
』
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
九
七
年
）。

（
7
） 

大
田
壮
一
郎
「
室
町
幕
府
宗
教
政
策
論
」（
同
『
室
町
幕
府
の
政
治
と
宗
教
』
塙

書
房
、
二
〇
一
四
年
、
初
出
二
〇
〇
七
年
）。
天
皇
家
の
「
イ
エ
」
的
仏
事
に
お

い
て
も
、光
厳
・
光
明
・
崇
光
天
皇
の
葬
礼
と
追
善
仏
事
は
禅
宗
様
の
法
会
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
時
期
特
有
の
私
的
な
仏
事
で
の
現
象
に
と
ど
ま
り
、
天
皇
を
主
宰
者

と
す
る
追
善
仏
事
に
お
い
て
は
、
顕
密
仏
事
を
覆
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
（
久

水
俊
和
『
中
世
天
皇
葬
礼
史
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
8
） 

井
原
今
朝
男
「
天
皇
と
仏
教
」（
同
『
中
世
の
国
家
と
天
皇
・
儀
礼
』
校
倉
書
房
、

二
〇
一
二
年
、
初
出
二
〇
〇
八
年
）。

（
9
） 

海
老
名
尚
「
宮
中
仏
事
に
関
す
る
覚
書
」（
学
習
院
大
学
『
文
学
部
研
究
年
報
』

四
〇
、一
九
九
三
年
）。
以
下
本
文
中
の
海
老
名
氏
の
見
解
は
と
く
に
こ
と
わ
り
の

な
い
限
り
当
該
論
文
と
す
る
。

（
10
） 『
師
守
記
』
暦
応
三
年
二
月
二
八
日
条
頭
書
。

（
11
） 『
勘
仲
記
』
弘
安
六
年
一
二
月
一
四
日
条
。
中
世
の
季
御
読
経
に
つ
い
て
は
、
佐

野
和
規
「
季
御
読
経
に
お
け
る
請
僧
」（『
待
兼
山
論
叢　

史
学
篇
』

二
五
、一
九
九
一
年
）
に
詳
し
い
。

（
1（
） 『
師
守
記
』
貞
治
六
年
八
月
一
八
・
一
九
日
条
、『
後
愚
昧
記
』
同
日
条
。

（
1（
） 

今
回
の
最
勝
講
の
準
備
か
ら
開
催
の
様
相
は
『
大
日
本
史
料
』
六
編
之
二
八
、
貞

治
六
年
八
月
一
八
日
条
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
1（
） 『
東
寺
執
行
日
記
』
貞
治
二
年
八
月
二
一
・
二
三
日
条
。

（
1（
） 

本
稿
に
お
け
る
『
建
武
年
中
行
事
』
は
、
和
田
英
松
『
新
訂　

建
武
年
中
行
事
註

解
』（
所
功
校
訂
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
九
年
、
初
出
一
九
三
〇
年
）
を

用
い
た
。

（
1（
） 『
康
暦
二
年
愚
記
』
康
暦
二
年
四
月
八
日
条
。

（
17
） 『
後
愚
昧
記
』
応
安
二
年
四
月
八
日
条
。

（
18
） 『
後
愚
昧
記
』
永
和
二
年
四
月
八
日
条
。

（
19
） 『
康
暦
二
年
愚
記
』
康
暦
二
年
四
月
八
日
条
。

（
（0
） 『
柳
原
家
記
録
』
文
和
四
年
一
二
月
三
〇
日
条
。

（
（1
） 『
園
太
暦
』
観
応
元
年
一
二
月
二
五
・
二
七
日
条
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（（
） 
松
永
和
浩
「
南
北
朝
期
公
家
社
会
の
求
心
構
造
と
室
町
幕
府
」（
同
『
室
町
期
公

武
関
係
と
南
北
朝
内
乱
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
、
初
出
二
〇
〇
六
年
）。

（
（（
） 
早
島
大
祐「
公
武
統
一
政
権
論
」（
同『
首
都
の
経
済
と
室
町
幕
府
』吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
六
年
）。

（
（（
） 

吉
田
一
彦
「
御
斎
会
の
研
究
」（
同
『
日
本
古
代
社
会
と
仏
教
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
五
年
、
初
出
一
九
九
三
年
）。

（
（（
） 

上
川
通
夫
「
中
世
寺
院
社
会
の
構
造
と
国
家
」（
同
『
日
本
中
世
仏
教
形
成
史
論
』

校
倉
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
初
出
一
九
九
一
年
）。

（
（（
） 

遠
藤
基
郎
「
御
斎
会
・「
准
御
斎
会
」
の
儀
礼
論
」（
同
『
中
世
王
権
と
王
朝
儀
礼
』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
一
九
九
六
年
）。

（
（7
） 

井
原
氏
注
（
8
）
前
掲
論
文
。
以
下
本
文
中
の
井
原
氏
の
見
解
は
と
く
に
こ
と
わ

り
の
な
い
限
り
当
該
論
文
と
す
る
。

（
（8
） 

久
水
俊
和
「
内
野
の
存
続
官
衙
」「
真
言
院
・
神
泉
苑
の
諸
相
」（
同
『
中
世
天
皇

家
の
作
法
と
律
令
制
の
残
像
』
八
木
書
店
、
二
〇
二
〇
年
、
初
出
は
そ
れ
ぞ
れ

二
〇
一
七
・
二
〇
一
九
年
）。

（
（9
） 『
兼
宣
公
記
』
至
徳
四
年
一
月
八
日
条
。

（
（0
） 

た
と
え
ば
、『
薩
戒
記
』
永
享
九
年
（
一
四
三
七
）
三
月
条
の
紙
背
の
暦
に
は
同

年
一
月
八
日
に
「
御
斎
会
始
、
真
言
太
元
法
始
、」、
同
一
四
日
「
御
斎
会
終
、
内

論
義
、」
と
記
さ
れ
て
お
り
開
催
さ
れ
て
い
た
形
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
（1
） 

井
原
氏
は
、
御
斎
会
中
断
後
の
戦
国
期
に
お
い
て
も
「
御
斎
会
幷
真
言
太
元
法
料

所
」（『
守
光
公
記
』
永
正
九
年
〔
一
五
一
二
〕
一
二
月
七
日
条
）
と
呼
ば
れ
る
所

領
が
存
在
し
た
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。

（
（（
） 

高
橋
昌
明
「
大
内
裏
の
変
貌
」（
同
『
洛
中
洛
外　

京
は
〝
花
の
都
〟
か
』
文
理
閣
、

二
〇
一
五
年
、
初
出
二
〇
〇
六
年
）。

（
（（
） 

後
七
日
御
修
法
の
歴
史
的
変
遷
と
様
相
は
、平
岡
定
海「
宮
中
真
言
院
の
成
立
」（
同

『
日
本
寺
院
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
、
初
出
一
九
六
五
年
）、

山
折
哲
雄
「
後
七
日
御
修
法
と
大
嘗
祭
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』

七
、一
九
八
五
年
）、
栗
本
徳
子
「『
年
中
行
事
絵
巻
』「
真
言
院
」
の
段
の
成
立
に

つ
い
て
」（『
文
化
史
学
』
五
〇
、一
九
九
四
年
）
に
詳
し
い
。

（
（（
） 

上
川
氏
注
（
（（
）
前
掲
論
文
。

（
（（
） 『
後
七
日
御
修
法
再
興
幷
真
言
院
修
造
奉
行
記
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
、

架
番
号
Ｈ
六
三
―
八
〇
）。
当
該
史
料
に
つ
い
て
は
、
井
原
今
朝
男
『
増
補　

中

世
寺
院
と
民
衆
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
九
年
、
初
出
二
〇
〇
四
年
）・
井
原
氏
注

（
8
）
前
掲
論
文
に
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
） 

永
村
眞
「
修
法
と
聖
教
」（
同
『
中
世
寺
院
史
料
論
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
、

初
出
一
九
九
八
年
）。

（
（7
） 『
迎
陽
記
』
応
永
五
年
一
月
八
日
条
。

（
（8
） 『
東
寺
長
者
補
任
』
享
徳
四
年
、
僧
正
宗
済
項
。

（
（9
） 『
東
寺
長
者
補
任
』
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
条
。

（
（0
） 『
親
長
卿
記
』
文
明
二
年
一
一
月
二
四
日
条
。

（
（1
） 『
親
長
卿
記
』
文
明
二
年
一
一
月
二
五
日
条
。

（
（（
） 『
太
元
秘
記
』
第
七
十
代
権
僧
正
公
厳
項
。
太
元
帥
法
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
醍

醐
寺
理
性
院
に
一
〇
〇
〇
点
以
上
残
さ
れ
て
お
り
、現
在
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
研
究
会
「
中
世
寺
社
記
録
か
ら
の
探
究
」（
二
〇
二
一
年
三
月
）

に
お
け
る
高
橋
慎
一
朗
「
醍
醐
寺
史
料
に
み
る
太
元
師
法
の
〈
記
録
〉」
に
て
提

示
さ
れ
た
「
太
元
護
摩
記
」（『
醍
醐
寺
史
料
』
一
四
〇
函
七
号
）
で
は
、
今
回
の

太
元
護
摩
の
件
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
幕
府
か
ら
の
助
成
は
な
く
、「
摂

州
家
原
庄
役
〈
太
元
領
也
〉
幸
〈
仁
〉
千
疋
之
間
、」
と
、
太
元
法
の
料
所
が
辛

う
じ
て
機
能
し
て
お
り
一
〇
〇
〇
疋
の
調
達
が
で
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

本
尊
や
檀
を
木
工
寮
に
仰
せ
つ
け
る
も
進
め
ず
、
青
蓮
院
か
ら
借
用
し
た
こ
と
も

読
み
取
れ
興
味
深
い
。
御
考
を
期
し
た
い
。

（
（（
） 『
親
長
卿
記
』
文
明
四
年
一
月
八
日
条
、
同
八
年
一
二
月
二
四
日
条
。

（
（（
） 『
満
済
准
后
日
記
』
応
永
三
〇
年
一
月
八
日
条
。

（
（（
） 『
親
長
卿
記
』
文
明
一
二
年
一
月
八
日
条
。
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（（
） 『
御
湯
殿
上
日
記
』
長
享
三
年
一
月
八
日
条
。

（
（7
） 『
実
隆
公
記
』
文
亀
二
年
一
二
月
一
六
日
条
、
同
三
年
一
月
八
日
条
。

（
（8
） 『
実
隆
公
記
』
文
亀
三
年
一
月
一
四
日
条
。

（
（9
） 『
宣
胤
卿
記
』
文
亀
四
年
一
月
一
〇
日
条
。

（
（0
） 『
下
請
符
集
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
、
架
番
号
Ｈ
一
七
七
〇
―
一
）。
当

符
案
集
に
つ
い
て
の
翻
刻
・
解
題
は
井
原
今
朝
男
「
室
町
期
禁
裏
・
室
町
殿
統
合

シ
ス
テ
ム
の
基
礎
的
研
究
」（
平
成
二
〇
年
度
～
平
成
二
三
年
度
科
学
研
究
費
補

助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。
ま
た
、『
小

槻
時
元
記
』（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
架
番
号
一
六
二
―
二
八
九
）
に
は
、
ほ
ぼ

同
じ
文
面
の
符
案
が
明
応
六
年
（
一
四
九
七
）
よ
り
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
（1
） 『
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
記
録
』
甲
一
一
三
釈
教
一
。

（
（（
） 

天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
に
は
、
准
大
法
と
し
て
太
元
帥
法
が
紫
宸
殿
に
て
催
さ

れ
た
（『
御
湯
殿
上
日
記
』
天
文
三
年
正
月
八
日
条
、『
言
継
卿
記
』
同
日
条
）。

紫
宸
殿
へ
の
変
更
は
小
御
所
が
狭
き
ゆ
え
で
あ
り
、盛
大
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、天
正
一
三
年（
一
五
八
五
）に
も
大
法
が
再
興
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る（『
東

山
御
文
庫
所
蔵
史
料
』
七
九
「
太
元
法
文
書
」）。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
一
年
限
り

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
井
原
氏
は
地
方
に
お
け
る
単
発
の
太
元
帥
法
の
開
催
事
例
も

挙
げ
て
い
る
（
井
原
氏
注
〔
（（
〕
前
掲
著
書
）。

（
（（
） 『
義
演
准
后
日
記
』
元
和
八
年
一
二
月
一
七
・
一
九
・
二
六
～
二
八
日
条
。

（
（（
） 

川
嶋
將
生
「
江
戸
時
代
前
期
に
お
け
る
朝
儀
の
復
活
」（
同
『
室
町
文
化
論
考
』

法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
二
〇
〇
四
年
）、
久
水
注
（
（8
）
前
掲

第
二
論
文
。

（
（（
） 『
醍
醐
寺
文
書
』
一
一
五
函
、
元
和
九
年
一
月
七
・
八
日
条
、『
下
行
部
類
賦
』
太

元
帥
法
項
。

（
（（
） 

黒
田
氏
注
（
（
）
前
掲
論
文
。

（
（7
） 

戦
国
期
の
宮
中
神
事
に
つ
い
て
は
、
奥
野
高
廣
『
戦
国
時
代
の
宮
廷
生
活
』（
続

群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。




